




A Case Study on a Generation Process and Factor of the Sea Business on A Remote 
Island in Close Proximity on the Mainland 






In recent years there is new movement to create industry "UMI GYOU(Sea Business)" 
that utilized local resources to kick for the purpose of the income improvement of the 
fisherman and the security of the successor in a remote island and the fishing village. 
Then it is formed, and what kind of factor will you really develop the sea business in 
the whole area in after what kind of process? 
This study deepens the understanding of the initial stage of the sea business through 








万人いた漁業就業者は 2007 年には 20.4 万人まで減少し、2017 年には 15.3 万人まで減少、
20 年間で約 45％減少している。背景には担い手の高齢化や後継者の不足がある。2017 年
時点で 39 歳以下の漁業就業者は全体の 17.8％（2.7 万人）ほどしかいない2。とくに、沿岸
漁業のほとんどを占める漁家3の経営安定化と後継者の確保は、国民の食料供給産業である
生産活動を維持するためにも、また水産業・漁村の多面的機能4を維持するためにも重要な
                                                  
1 「漁業就業者」とは、漁業世帯の世帯員のうち、満 15 歳以上で過去１年間に自営漁業又は漁業雇













































5 例えば、平成 21 年度「漁村活性化のあり方検討委員会」（水産庁）や平成 27 年度「離島振興のあ
り方検討委員会」（国土交通省）にて、海業の創出が議題として取り上げられている。そして海業は離

















































                                                  





現在は、平成 30 年度〜32 年度の計画が進行中である。 
8 本稿ではこれを「パイオニア」と呼ぶことにする。  
9 本稿ではこれを「フォロワー」と呼ぶことにする。  
10 日間賀島における観光業者と漁業者の連携および域内利益循環システムについては、婁（2013）











 篠島は、三河湾の湾口部に位置し、本土（知多半島最先端の師崎）から 3.0km の距離に
ある面積 0.94km2、周囲 8.2km の内海・本土近接型の離島である。本土との交流が活発で、
名古屋都市経済圏との関わりが深い。人口は、1,653 人（622 世帯）、高齢化率は 32.9％（南
知多町，2016）である。平成 22 年国勢調査の産業別分類では、就業者数 915 名のうち、
漁業が 410 名（44.8％）と最も多い。ついで宿泊・飲食サービス業が 117 名（12.8％）、
水産加工業 117 名（12.8％）、卸売・小売業 79 名（8.6％）の割合が多い（南知多町，2016：












表 1 「株式会社篠島お魚の学校」の事業概要 













2010 年  4 月  観光客向けの体験加工場として「篠島お魚の学校」開始 
2013 年 7 月 「株式会社篠島お魚の学校」設立 
2013 年 10 月 農林水産省の六次産業化認定事業者に 
2014 年 6 月  農林水産省 第 1 回「ディスカバー農山漁村の宝」に愛知県で初選定 
 
調査対象者（辻根美氏）のプロフィール 




















































































































































































                                                  
12 2010 年 4 月開始。漁師体験、釣り体験、ワカメ干し、干し物づくり、シラス・小女子体験、タコ
加工、魚捌き体験など、季節によって開催。現在は小中学生向けのサマースクール等も開催している。
また、最近、名古屋都心部での「出張体験教室」も開催し始めた。  
13 名鉄海上観光船は、本土の師崎港から 10 分距離（1 日 24 便）、河和港から 25 分距離（1 日 10
便）にある。 















⑤ 50 代の頃（2010～現在） 
 2010 年 4 月に体験事業「篠島お魚の学校」を開始して 2，3 年が経過した頃、辻氏は篠
島の取材に訪れたお魚ライターの N 氏と偶然出会い意気投合。N 氏を通じて憧れの上田勝
彦氏の講演会に参加することになり、その会場でオーガニックファーマーズ朝市村（名古
屋栄オアシス 21）を運営する Y 氏から誘われ、朝市村に出店するようになる。そして今
度は、その朝市村で知り合った岐阜県中津川の 6 次産業化認定農家 O 氏から 6 次産業化認
定事業者になるよう勧められる。そのような折、東海農政局主催の食の体験イベントでゆ
でダコと刺し身体験を実施したことをきっかけに農政局職員と顔見知りになり、6 次産業
化申請に踏み切る。愛知県 6 次産業化サポートセンターの 6 次産業化プランナーの指導を
受け、総合化事業計画を作成するとき、会社組織を作るよう助言され、それまで体験事業
だけだった「篠島お魚の学校」と妹と両親が経営する食堂と民宿それに加工場をあわせて
「株式会社篠島お魚の学校」を設立するに至る。その 3 ヶ月後、農林水産省から 6 次産業
化事業者に認定（2013 年 10 月）され、翌年 6 月には、漁業の 6 次産業化の取り組みと加
工品の品質の良さが高く評価され、第 1 回「ディスカバー農山漁村の宝」（農林水産省）（全
国 23 件の一つ、愛知県第 1 号）に選定される。現在は、様々な商品を開発し、朝市村の
ほか直売所や自然食品店、マルシェ等で販売を行っている。 
 
表 3 辻根美氏のライフヒストリー年代区分と篠島の情勢 





























































程と 34 の背景となる要因が抽出された（表 4）。 
 
表 4 辻氏の海業（「株式会社篠島お魚の学校」）の生成過程と要因 





民宿の営業開始  資材の全焼と家計の安定、観光客の存在  
大学進学（食物栄養学）  食への関心  
20 代  埼玉の公民館で料理教室開催  地元食材への愛着  
美味しい魚を食べさせたいという思い  
30 代  
ベジタランド（八百屋）経営  経営ノウハウ、体力、社会制度に対する理解  
病気と療養  過労と療養、パソコンスキル修得、地元の食材への
愛着と人と交流することへの喜びを再確認  
40 代  食堂の営業開始  
島の生活様式の変化（現金収入が必要に）  
宿泊客の減少とランチ需要の増加  
自社加工者の出現  現金収入が生まれ生活が安定することへの気付き  








様々な出会い、販路開拓  N 氏、上田勝彦氏、M 氏、東海農政局職員、Y 氏、O 氏らとの出会い  
「篠島お魚の学校」の法人化  
6 次産業化認定事業者  























































                                                  
18 例えば東海農政局経営・事業支援部地域連携課
（http://www.maff.go.jp/tokai/keiei/renkei/6ji/index.html：2018 年 11 月 18 日閲覧）では、六次産業
化・地産地消法に基づく事業計画の申請・認定のほか、総合相談窓口の開設や、総合化事業計画認定事
業者による 6 次化商品の紹介、農林漁業成長産業化ファンドに関する情報提供、6 次産業化に関するイ
ベント情報等や認定事業者の取組紹介などを行っている。  
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